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第一章「故意と責任 der Vorsatz und die SchuldJ (~115 ・ 118) は、道徳的行為の「内容
一般が私のものであるJ(~114) という角度から考察しており、行為の抽象的・形式的な側面
からの把握といえる。私がこの行為の対象をあらかじめ知っており (vgl.~117) 、私のもの (vgl.
~115) あるいは私の支配・注意の下にあって (vgl. ~1l6)、そのような意味で私の行為が私の
故意によるものとみなされるならば、その行為に私は責任がある。
第二章「意図と幸福 dieAbsicht und das WohlJ (~119・ 128) は、「行為の特殊な側面J (~1l4) 
からの把握であり、行為の価値と幸福とが問題となる。
ヘーゲルのいう故意と意図との区別を明確に理解するのは難しいが、放火の例を挙げている






他者の幸福、最終的には万人の幸福へと展開していく (vgl.~125) 。 しかし万人の幸福ですら、
ここではまだ特殊性を抜け出しておらず、幸福の実現もまた人倫という「普遍的な最善、国家
の幸福、すなわち現実的で具体的な精神の法J(~126Anm.) を待たねばならない。
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